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(54)【発明の名称】 受信回路及びそれを備えた超音波診断装置

(57)【要約】
【課題】  超音波診断装置において、送信時における受
信回路への送信信号の回り込みを防止する。
【解決手段】  ダイオードブリッジ回路１４にはバイア
ス制御回路が接続される。そのバイアス制御回路によっ
て送信時にはバイアス電流の供給が停止される。これに
よって送信信号の回り込みが遮断される。一方、受信時
にはバイアス電流が流され、これにより微弱の受信信号
が受信信号処理回路に供給される。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  超音波振動子からの受信信号を処理する
受信回路であって、
前記受信信号に対する処理を実行する受信信号処理回路
と、
前記受信信号処理回路と前記超音波振動子との間に設け
られ、送信信号の回り込みを防止するダイオードブリッ
ジ回路と、
前記ダイオードブリッジ回路に流れるバイアス電流を制
御するバイアス制御回路と、
を含むことを特徴とする超音波診断装置の受信回路。
【請求項２】  請求項１記載の回路において、
前記バイアス制御回路は、前記超音波振動子に送信信号
が供給される場合に、前記バイアス電流を制御して前記
ダイオードブリッジ回路の動作をオフにし、これにより
入力信号を遮断することを特徴とする超音波診断装置の
受信回路。
【請求項３】  請求項２記載の回路において、
前記バイアス制御回路は、
前記ダイオードブリッジ回路におけるアノード共通点の
電圧を切り換える第１電圧切換回路と、
前記ダイオードブリッジ回路におけるカソード共通点の
電圧を切り換える第２電圧切換回路と、
を含むことを特徴とする超音波診断装置の受信回路。
【請求項４】  請求項３記載の回路において、
前記第１電圧切換回路に対して第１コントロール信号を
供給し、前記第２電圧切換回路に対して前記第１コント
ロール信号に対して相補関係にある第２コントロール信
号を供給するコントロール手段を含むことを特徴とする
超音波診断装置における受信回路。
【請求項５】  請求項２記載の回路において、
前記バイアス制御回路は、受信時にバイアス電流を前記
ダイオードブリッジ回路に流し、送信時にバイアス電流
をダイオードブリッジ迂回経路に流すことを特徴とする
超音波診断装置の受信回路。
【請求項６】  複数の振動素子からなるアレイ振動子
と、
前記アレイ振動子における各振動素子ごとに設けられた
複数の送信回路と、
前記アレイ振動子における各振動素子ごとに設けられた
複数の受信信号処理回路と、
前記複数の振動素子と前記複数の受信信号処理回路の間
にそれぞれ設けられ、送信信号の受信信号処理回路への
回り込みを阻止する複数のダイオードブリッジ回路と、
前記複数のダイオードブリッジ回路のそれぞれについて
バイアス電流の遮断制御を行う複数のバイアス制御回路
と、
を含むことを特徴とする超音波診断装置。
【請求項７】  請求項６記載の装置において、
前記各バイアス制御回路は、対応する振動素子に送信信*
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*号が供給される場合に、前記バイアス電流をゼロにして
入力信号を遮断することを特徴とする超音波診断装置。
【請求項８】  複数の振動素子からなるアレイ振動子
と、
前記アレイ振動子における各振動素子ごとに設けられた
複数の送信回路と、
前記アレイ振動子における各振動素子ごとに設けられた
複数の受信信号処理回路と、
前記複数の振動素子と前記複数の受信信号処理回路の間
にそれぞれ設けられ、送信信号の受信信号処理回路への
回り込みを阻止する複数のダイオードブリッジ回路と、
前記複数のダイオードブリッジ回路のそれぞれについて
バイアス電流の遮断制御を行う複数のバイアス制御回路
と、
を含み、
連続波ドプラモードにおいて、前記複数の振動素子が送
信グループ及び受信グループに区分され、
前記バイアス制御回路は、前記送信グループに接続され
たダイオードブリッジ回路のバイアス電流を遮断するこ
とを特徴とする超音波診断装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は受信回路及びそれを
備えた超音波診断装置に関し、特に、ダイオードブリッ
ジ回路の制御に関する。
【０００２】
【従来の技術】超音波診断装置において、複数の振動素
子から成るアレイ振動子を利用して超音波の送受波がな
される。アレイ振動子を電子走査し、これにより超音波
ビームを走査すれば走査面を形成でき、その走査面上の
各エコーデータに基づいて断層画像が形成される（Ｂモ
ード）。振動素子には、それぞれ個別に送信回路及び受
信回路が並列に接続される。送信回路は送信ビーム形成
のために振動素子に対して一定の遅延時間をもって送信
信号を供給する回路である。受信回路は、振動素子から
の受信信号に対して増幅、整相加算のための遅延処理な
どを行う回路であり、その入力段には送信信号の回り込
みを防止するための保護回路や保護スイッチなどが設け
られる。
【０００３】ところで、連続波ドプラモード（ＣＷドプ
ラ）の場合、一般に、アレイ振動子を構成する複数の振
動素子の内で半分の振動素子グループが送信用に利用さ
れ、残り半分の振動素子グループが受信用に利用され
る。その場合、ＣＷ専用の送信回路及び受信回路を利用
する場合もあるが、その分だけ回路数が増大する。
【０００４】一方、Ｂモード用の送信回路と受信回路を
ＣＷドプラで兼用する場合、各振動子ごとに設けられる
複数の受信回路の中で、半分の受信回路のみが実際に使
用され、残り半分の受信回路は事実上使用されない。し
かし、それらの受信回路も機能自体は維持されているた
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め、送信信号が回り込んで漏れ入ってくると、プリアン
プで増幅され、その信号は画像形成に利用されないとし
ても雑音源となる。具体的に説明すると、受信回路の入
力段にあるダイオードブリッジ回路には、一定値のバイ
アス電流が流され、それにより微弱の受信信号は通過す
るが、強大な送信信号は遮断される。しかし、実際に
は、送信信号の内の一部成分がダイオードブリッジを通
過し、それがプリンアンプで増幅されるのである。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】そこで、使用されない
受信回路、あるいは送信時においては受信回路の電源を
オフにして動作を強制的に停止させることも可能である
が、電源の平滑用のコンデンサの容量は数１００μＦ程
度あるため応答性に難点がある。プリアンプの前段に、
ダイオードスィツチに代えて、あるいはそれとともにア
ナログスイッチやリレーを設け、それにより送信信号を
強制的に遮断することも可能であるが、アナログスイッ
チはオン抵抗が数１０オーム程度あり、熱雑音の問題が
生じる。また、リレーはオン抵抗が小さいものの、形状
が大きく、応答速度も遅い。また、それらの素子は一般
に高価であるという問題がある。
【０００６】なお、特開平１０－３２８１８６号公報に
は関連技術が開示されているが、本願とは方式が異な
る。
【０００７】本発明は、上記従来の課題に鑑みなされた
ものであり、その目的は、超音波診断装置において、受
信回路への信号入力の遮断を簡単な構成で確実に行うこ
とにある。
【０００８】本発明の他の目的は、受信回路への信号入
力の遮断を応答性よく行うことにある。
【０００９】
【課題を解決するための手段】（１）上記目的を達成す
るために、本発明は、超音波振動子からの受信信号を処
理する受信回路であって、前記受信信号に対する処理を
実行する受信信号処理回路と、前記受信信号処理回路と
前記超音波振動子との間に設けられ、送信信号の回り込
みを防止するダイオードブリッジ回路と、前記ダイオー
ドブリッジ回路に流れるバイアス電流を制御するバイア
ス制御回路と、を含むことを特徴とする。
【００１０】上記構成によれば、超音波振動子と受信信
号処理回路との間に入力保護回路としてのダイオードブ
リッジ回路が設けられ、そこに流れるバイアス電流がバ
イアス制御回路によって制御される。ここで、ダイオー
ドブリッジ回路は基本的にバイアス電流以上の信号電流
の通過を阻止する働きがある。よって、バイアス電流の
供給を停止すれば、高電圧の送信信号の漏れ込みを阻止
でき、一方、バイアス電流を流せば、微弱な受信信号を
通過させることができる。本発明によれば、電子的な制
御で入力遮断を行えるため良好な応答性を得ることがで
きる。バイアス制御回路は、一般に、ダイオードと低耐
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圧・低電流のトランジスタと若干数の抵抗とで構成でき
るので、小型安価である。また、信号の通過経路に新た
に部品を追加しないので、オン抵抗も増加しない。
【００１１】望ましくは、前記バイアス制御回路は、前
記超音波振動子に送信信号が供給される場合に、前記バ
イアス電流を制御して前記ダイオードブリッジ回路の動
作をオフにし、これにより入力信号を遮断する。
【００１２】望ましくは、前記バイアス制御回路は、前
記ダイオードブリッジ回路におけるアノード共通点の電
圧を切り換える第１電圧切換回路と、前記ダイオードブ
リッジ回路におけるカソード共通点の電圧を切り換える
第２電圧切換回路と、を含む。
【００１３】望ましくは、前記第１電圧切換回路に対し
て第１コントロール信号を供給し、前記第２電圧切換回
路に対して前記第１コントロール信号に対して相補関係
にある第２コントロール信号を供給するコントロール手
段を含む。
【００１４】望ましくは、前記バイアス制御回路は、受
信時にバイアス電流を前記ダイオードブリッジ回路に流
し、送信時にバイアス電流をダイオードブリッジ迂回経
路に流す。
【００１５】（２）また、上記目的を達成するために、
本発明は、複数の振動素子からなるアレイ振動子と、前
記アレイ振動子における各振動素子ごとに設けられた複
数の送信回路と、前記アレイ振動子における各振動素子
ごとに設けられた複数の受信信号処理回路と、前記複数
の振動素子と前記複数の受信信号処理回路の間にそれぞ
れ設けられ、送信信号の受信信号処理回路への回り込み
を阻止する複数のダイオードブリッジ回路と、前記複数
のダイオードブリッジ回路のそれぞれについてバイアス
電流の遮断制御を行う複数のバイアス制御回路と、を含
むことを特徴とする。
【００１６】上記構成によれば、各受信信号処理回路の
前段にそれぞれダイオードブリッジ回路が設けられてい
るので、送信信号を阻止して回路の保護を図れる。特
に、各受信信号処理回路ごとにバイアス制御回路が設け
られているので、それらを個別に動作させることが可能
である。
【００１７】望ましくは、前記各バイアス制御回路は、
対応する振動素子に送信信号が供給される場合に、前記
バイアス電流をゼロにして入力信号を遮断する。
【００１８】（３）また、上記目的を達成するために、
本発明は、複数の振動素子からなるアレイ振動子と、前
記アレイ振動子における各振動素子ごとに設けられた複
数の送信回路と、前記アレイ振動子における各振動素子
ごとに設けられた複数の受信信号処理回路と、前記複数
の振動素子と前記複数の受信信号処理回路の間にそれぞ
れ設けられ、送信信号の受信信号処理回路への回り込み
を阻止する複数のダイオードブリッジ回路と、前記複数
のダイオードブリッジ回路のそれぞれについてバイアス
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電流の遮断制御を行う複数のバイアス制御回路と、を含
み、連続波ドプラモードにおいて、前記複数の振動素子
が送信グループ及び受信グループに区分され、前記バイ
アス制御回路は、前記送信グループに接続されたダイオ
ードブリッジ回路のバイアス電流を遮断することを特徴
とする。
【００１９】上記構成によれば、連続波ドプラモードに
おいて、送信信号の回り込みを防止して、受信信号処理
回路の保護を図ることができ、またノイズを低減して画
質向上を図れる。
【００２０】
【発明の実施の形態】以下、本発明の好適な実施形態を
図面に基づいて説明する。
【００２１】図１には、本発明に係る超音波診断装置に
おける受信回路の要部構成が示されている。
【００２２】超音波振動子ＴＤにはケーブル１２を介し
て送信回路１０が接続されている。この送信回路１０
は、制御部として機能するコントローラー１１によって
制御されるものである。
【００２３】送信回路１０から出力される送信駆動パル
スはケーブル１２を介して超音波振動子ＴＤに供給され
る。これにより超音波が放射される。ちなみにこの送信
パルスは例えば－１００Ｖの電圧値を持ったパルスであ
る。
【００２４】一方、生体内からのエコーは超音波振動子
ＴＤで受信され、そこからの微弱の受信信号がケーブル
１２を介して受信回路に入力される。ここで受信回路は
ダイオードブリッジ回路１４と、そのダイオードブリッ
ジ回路１４に接続されたバイアス制御回路と、ダイオー
ドブリッジ回路１４を通過する受信信号を増幅するアン
プ１６などを含む受信信号処理回路と、で構成される。
【００２５】バイアス制御回路は、図１に示す実施形態
において、第１モジュール３０と第２モジュール３２と
で構成されている。それらの各モジュール３０，３２は
コントローラー１１から出力される制御信号１００，１
０２によって制御される。
【００２６】ダイオードブリッジ回路１４は、４つのダ
イオードＤ１～Ｄ４で構成されており、符号１４Ａがア
ノード共通点を示しており、符号１４Ｂがカソード共通
点を示している。また１４Ｃが入力点を示しており、１
４Ｄが出力点を示している。ダイオードブリッジ回路は
バイアス電流以上の信号電流の通過を阻止する働きがあ
るので、送信信号のような大信号がプリアンプに入力さ
れることを防止可能であり、具体的には、バイアス電流
を０にすれば、信号の入力を完全に阻止することが可能
である。よって、本実施形態においては送信回路１０か
ら送信駆動パルスが出力される期間においてはダイオー
ドブリッジ回路１４におけるバイアス電流が完全に０に
されており、一方、受信信号が入力される期間において
はダイオードブリッジ回路１４にバイアス電流が流され
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ている。
【００２７】バイアス制御回路について具体的に説明す
る。まず、第１モジュール３０はトランジスタＱ１を有
しており、制御信号１００の電圧に従ってそのトランジ
スタＱ１の動作が決定される。制御信号１００の電圧が
０ボルトの場合には、トランジスタＱ１がＯＮ動作し、
その結果、電源＋Ｖからの電流がトランジスタＱ１を流
れることになる。ちなみに、抵抗Ｒ３，Ｒ５，Ｒ６は送
信時にＱ１に大電流が流れるのを防ぐための保護用抵抗
である。
【００２８】一方、制御信号１００と制御信号１０２は
相補関係にあり、制御信号１０２が０ボルトの場合、ト
ランジスタＱ２がＯＮ動作し、その結果、電源＋Ｖから
流される電流がＱ１を通過し、さらにダイオードブリッ
ジ回路１４を通過し、加えてトランジスタＱ２を通過し
て電源－Ｖに流されることになる。
【００２９】ここで、抵抗Ｒ４，Ｒ７，Ｒ８は送信時に
トランジスタＱ２に大電流が流れるのを防ぐための保護
用の抵抗である。また、ダイオードＤ５，Ｄ６は送信時
にトランジスタＱ１，Ｑ２に送信信号の高電圧が印加さ
れることを防ぐためのものである。
【００３０】他方、制御信号１００がＨｉ（＋Ｖ）にな
り、同時に制御信号１０２が－Ｖになると、トランジス
タＱ１，Ｑ２のそれぞれがＯＦＦになる。その結果、ダ
イオードブリッジ回路１４にはバイアス電流が流されな
くなり、超音波振動子ＴＤ側からの信号の入力が遮断さ
れる。なお、電源＋Ｖは例えば＋５Ｖであり、電源－Ｖ
は例えば－５Ｖである。ダイオードＤ５のアノード側は
接地されており、またダイオードＤ６のカソード側は接
地されている。
【００３１】以上のように、上記の実施形態によれば、
第１モジュール３０によってアノード共通点１４Ａの電
圧が切換えられており、またこれと共に、第２モジュー
ル３２によってカソード共通点の電圧が切換えられてお
り、それらが同期制御されることによって受信期間にお
いてのみ入力信号をダイオードブリッジ回路１４に通過
させることが可能となる。すなわち、送信時においては
送信駆動パルスの漏れ込みを完全に阻止することが可能
となる。図１においては１つの超音波振動子ＴＤのみが
示されていたが、基本的には、図１に示す回路構成は各
超音波振動子ごとに設けられる。もちろん必要に応じて
複数の超音波振動子に跨って複数の回路を共用するよう
にしてもよい。
【００３２】図２には、他の実施形態に係る要部構成が
示されている。図１と同様の構成には同一符号を付し、
その説明を省略する。この実施形態においては、第１モ
ジュール４０におけるトランジスタＱ１のコレクタ側が
抵抗Ｒ４及びダイオードＤ６を介してカソード共通点１
４Ｂ側に接続されている。これと同様に、トランジスタ
Ｑ２のコレクタ側が抵抗Ｒ３及びダイオードＤ５を介し
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てアノード共通点１４Ａ側に接続されている。このよう
な回路構成によると、制御信号１０４が＋Ｖである場
合、トランジスタＱ１はＯＦＦになり、一方、制御信号
１０６が－Ｖである場合、トランジスタＱ２がＯＦＦと
なり、その結果ダイオードブリッジ回路１４にバイアス
電流が流れる。一方、制御信号１０４が０となり、制御
信号１０６が０となった場合には、トランジスタＱ１及
びトランジスタＱ２がそれぞれＯＮとなり、その結果ダ
イオードブリッジ回路１４にバイアス電流が流れなくな
る。つまり、第１モジュール４０及び第２モジュール４
２によって迂回経路を形成し、その迂回経路にバイアス
電流を流し込むことによって、ダイオードブリッジ回路
１４におけるバイアス電流の有無を制御可能である。
【００３３】この図２に示される実施形態においても図
１に示した実施形態と同様の作用を得ることが可能であ
る。但し、送信期間においてはバイアス電流が迂回経路
に流されるため、その意味において電力消費量が大きい
という面がある。よって、図１に示す構成例の方を採用
するのが望ましい。なお、図２に示す回路において、抵
抗Ｒ３及び抵抗Ｒ４は電流値を小さくするための制限用
の抵抗であり、かかる抵抗には５ｍｍＡ位の電流が流さ
れる。
【００３４】図３には、本発明に係る超音波診断装置に
おける送信部及び受信部の構成が示されている。アレイ
振動子４４は複数の振動素子で構成され、この実施形態
においてはいわゆる連続波ドプラモード（ＣＷドプラ）
の場合に、アレイ振動子４４が２つに区分され、すなわ
ち送信振動素子グループ４４Ｔと受信振動素子グループ
４４Ｒに区分される。送信振動素子４４Ｔには送信器グ*

8
*ループ４６及び受信器グループ４８が接続されている
が、その場合において送信器グループ４６のみが動作
し、受信器グループ４８は不使用となる。この場合にお
いて、それらの受信器グループ４８を構成する各受信器
に関しては図１あるいは図２に示した回路によって送信
器からの送信信号の回り込みが完全に遮断される。受信
振動素子グループ４４Ｒには送信器グループ５０及び受
信器グループ５２が接続されており、この場合において
送信器グループ５０は連続波ドプラモードの場合にＯＦ
Ｆにされ、受信器グループ５２のみが使用される。上記
の実施形態によれば、簡易な回路構成を既存のダイオー
ドブリッジ回路１４に付加するだけで、送信信号の漏れ
込みという問題を未然に防止できる。
【００３５】
【発明の効果】以上説明したように、本発明によれば、
受信回路への信号入力の遮断を簡易な構成で確実に行え
るという利点がある。
【図面の簡単な説明】
【図１】  本実施形態に係る受信回路の要部構成を示す
回路図である。
【図２】  他の実施形態に係る受信回路の要部構成を示
す回路図である。
【図３】  受信部及び送信部の構成を示す概略構成図で
ある。
【符号の説明】
１０  送信回路、１１  コントローラ、１２  ケーブ
ル、１４  ダイオードブリッジ回路、１６  アンプ、Ｔ
Ｄ  超音波振動子、Ｑ１，Ｑ２  トランジスタ。

【図１】 【図２】
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